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１ 成果指標と目標値の達成状況について 
稲沢市観光まちづくりビジョンにおいて、計画最終年（2027 年）の目標とし

て掲げた指標に対する今年度の達成状況は下表のとおりでした。 

 

■稲沢市観光まちづくりビジョン成果指標 

項 目 
2017年 

（基準値） 

2019 年 

（実績） 

2022 年 

（中間値） 

2027 年 

（目標値） 

年間観光入込客数 253.6 万人※1 262 万人 350 万人 500 万人 

稲沢市の「観光振興」に 

対する市民満足度※2 
31.2％ （28.8％）  50.0％ 

稲沢市に対して誇りや 

愛着を持つ市民の割合※2 
69.7％ （64.3％）  80.0％ 

※1：愛知県観光レクリエーション利用者統計の数値（2,116,468 人）にサリオパーク祖父江

の利用者数（419,507 人）を加えたもの。ただし、2016 年中の数値。 

※2：2017 年は市政アンケート調査結果【2017 年 5 月実施】、2019 年は市政世論調査結果

【2018 年 8 月実施】による（隔年実施のため）。 

 

■年間観光入込客数の推移                           単位：（人） 

観光レクリエーション 

資源・施設 
2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 

荻須記念美術館 41,815  53,411 57,542 50,711 

尾張大國霊神社(国府宮） 1,054,754  1,006,431 1,374,182 883,849 

国府宮はだか祭 80,000  150,000 195,000 250,000 

稲沢桜まつり 9,200  4,500 4,000 8,000 

いなざわ植木まつり 49,000  55,000 55,000 41,100 

稲沢あじさいまつり 57,000  48,000 54,000 54,000 

稲沢まつり 94,000  46,000 107,000 76,000 

矢合観音 102,000  102,000 102,000 75,000 

稲沢夏まつり 45,000  50,000 54,500 56,000 

福祉まつり 5,179  5,429 4,998 4,930 

そぶえイチョウ黄葉まつり 155,000  215,000 271,750 259,450 

稲沢サンドフェスタ 35,000  44,000 51,000 開催中止 

いなざわ梅まつり 22,000  23,000 25,700 25,000 

善光寺東海別院 366,520 332,040 410,100 403,500 

サリオパーク祖父江 419,507 416,061 435,263 417,871 

稲沢イルミネーション 未計上 8,000 12,600 15,000 

合計 2,535,975  2,558,872  3,214,635  2,620,411 

 

■その他イベント、祭り、産直広場、施設への来訪者数（2019年） 

単位：（人） 

矢合観音節分祭（2 月 3 日） 500 人 

へいわさくらまつり（4 月 6 日） 7,000 人 

尾張の虫送り（7 月 6 日） 300 人 
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こがしまつり（7 月 27 日） 2,000 人 

円光寺萩まつり（9 月 7 日・8 日） 200 人 

国分寺マルシェ（毎月 3 日） 8,000 人 

矢合十八番市（毎月 18 日） 1,100 人 

やわせ！てくてくスタンプラリー♪ 
＜いなざわ観光まちづくりラボ企画＞ 

（3 月 3 日） 
27 人 

稲沢グリーンツーリズム「植木畑の観察

会」と「庭木を楽しむスワッグ作り」 
＜いなざわ観光まちづくりラボ企画＞ 

（11 月 10 日） 

22 人 

明治なるほどファクトリー愛知 30,000 人 

メタウォーター下水道科学館あいち 85,188 人 

JA 愛知西産直広場 一色下方店 234,579 人 

JA 愛知西産直広場 下津店 136,363 人 

JA 愛知西産直広場 国府宮店 167,702 人 

JA 愛知西産直広場 大里店 118,817 人 

 

 

■参考指標 

項 目 
2018年度 

（実績） 

2019 年度 

（実績） 

2022 年 

（中間値） 

2027 年 

（目標値） 

市内観光消費額 

（一人当たり） 
2,287 円 2,602 円※  4,000 円 

※：2019 年 11 月調査時点 

 
 

２ 重点アクションプランの進捗状況について 

「いなざわ観光まちづくりラボ」の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いなざわ観光まちづくりラボとは・・・ ？ 
「いなざわ観光まちづくりラボ」は、稲沢市観光まちづくりビジョンに基づき、稲沢市の観

光まちづくりを推進するため、２０１８年７月に設立された市民主体による実践組織です。 

稲沢市観光協会がファシリテーターとなりながら、市民や民間事業者、関係機関・団

体、行政等、地域づくりの担い手の方々や稲沢市に愛着を持ってみえる方々の活動や

思いをつなげ、ネットワーク化を図ることで、それぞれの役割やノウハウを活かし合える環

境を整備し、稲沢市の特色を活かした観光・交流事業の創出や魅力の再発掘・再構築

に取り組んでいます。 
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⑴ ロードマップ 

ロードマップ 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

立ち上げ・運営 事業の企画・実施  自立に向けた検討  

 

⑵ 2019年度の経緯・経過 

 

  

組織運営面での自主性・自立性の向上を目指し、ラボの運営方法の見直しを

行った。その結果、ラボのファシリテーターの役割を稲沢市観光協会とラボの中

心メンバーが協働で担うことになった。 

ラボが「多様な主体の出会いと価値共創の場」となることを目指し、会議の開催

方法の見直しを行った。その結果、今後の会議は、「運営会議」（ラボの運営方

法を検討協議する場であり、全体会議で話し合うプロジェクトを提案・選定するた

めの会議)と「全体会議」（プロジェクトに対してメンバー全員で意見を出し合い、

実現性や発展性を高めるための会議）の２本立てで開催していくことになった。 

① 会議等の開催状況 

項目 開催日・会場 内容 

リーダー会議 

2019 年５月８日 

・今年度のラボの運営について 
稲沢市産業会館 

２階・第１会議室 

ラボ会議 

2019 年６月４日 

・今年度のラボの運営について 
稲沢市役所本庁舎 

１階・大会議室 

第１回運営会議 

2019 年７月 31 日 
・今後の進め方について 

・プロジェクト発表 

・プロジェクト選定 

・大澤 健氏（和歌山大学経済学部教授  

／いなざわ観光まちづくりラボアド

バイザー）による講評 

稲沢市産業会館 

１階・大会議室 

第１回全体会議 

2019 年８月 21 日 
・プロジェクト協議 

① 稲沢農業ツアーリング事業 

② 稲沢初の「国宝」を誕生させる 

プロジェクト 

稲沢市産業会館 

１階・大会議室 

第２回運営会議 

2019 年 10 月２日 
・プロジェクト発表 

・ラボメンバーによるいなざわ魅力体験

バスツアーの計画について 
稲沢市産業会館 

１階・大会議室 

PickUp 

✓ 

✓ 



 

4 
 

ラボメンバーによる 

いなざわ魅力体験バス 

ツアー 

2019 年 11 月９日 ・ラボメンバーによる市内観光資源の体

験見学と価値共有 

（長光寺、祖父江のホタルを守る会実験

田、善光寺東海別院、中華料理北京、

稲沢フルーツ園、勝幡城跡） 
市内各地 

第２回全体会議 

2019 年 12 月 24 日 
・事業の実施報告 

①ラボメンバーによるいなざわ魅力

体験バスツアー 

② 稲沢グリーンツーリズム「植木畑

の観察会」と「庭木を楽しむスワッ

グ作り」 

稲沢市産業会館 

１階・大会議室 

第３回全体会議 

2020 年１月 30 日 
・ラボの「のぼり旗」作成について 

・「やわせ！てくてくウォーキング♪」の

実施について 

・ラボの規約について 

・プロジェクト発表 

稲沢市産業会館 

１階・大会議室 

第４回全体会議 

2020 年２月 20 日 ・今年度の振り返りと今後の計画に 

ついて 

・大澤教授による講評 稲沢市産業会館 

１階・大会議室 

◆その他グループ・メンバー間でミーティングを随時実施 

 

 

■のぼり旗のイメージ 
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② プロジェクトの活動状況（2020年１月末時点） 

プロジェクト１ 「稲沢まるごとイルミネーション」 

稲沢市に縁のある LED を活用し、市民や企業等の連携により市内全体をイルミネーションで

彩ることで、「冬の稲沢に人々が集う場所を作る」、「市民のまちへの愛着を増やす」、「市内へ通

勤・通学する人々に稲沢市との接点を持ってもらう」ことを目指すプロジェクト。 

 

【2019 年度の主な活動】 

2019 年 11 月 16 日～12 月 25 日： 国府宮参道をメイン会場として 「2019 稲沢 

イルミネーション」（第４回）を開催。 

期間中の来場者数は 15,000 人。 

 

    
 

プロジェクト２ 「やわせ！てくてくウォーキング♪」 

矢合地区内の文化財や名所を巡りながら楽しくウォーキングしてもらうことで、奈良時代から今

日まで続く稲沢の古い歴史を体感してもらうプロジェクト。 

 

【2019 年度の主な活動】 

2020 年３月８日： 昨年度の「やわせ！てくてくスタンプラリー♪」に引き続き、いな 

            ざわ梅まつりの協賛イベントとして開催予定。 

＜ウォーキングスポット＞ 尾張国分寺跡、矢合の杜梅園、安楽寺（船橋） 
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プロジェクト３ 「つなごう つながろう 稲沢」 

情報ポータルサイト「いいな ざわざわ」を通じて、市内各地に点在する稲沢の魅力を「発信」

し「連鎖」させることで、稲沢の観光情報の集約を目指したプロジェクト。 

 

【2019 年度の主な活動】 

新規掲載数：14 記事 

登録記者（情報発信者）数：21 人 

（※2019 年 12 月末時点） 
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プロジェクト４ 「稲沢グリーンツーリズム」 

稲沢市の代表的な産業である植木をメインに、矢合観音をはじめとする矢合地区周辺の魅

力を体感できるツアーを企画することで、地域内の経済効果を生み出し、稲沢市の活性化を図

るプロジェクト。 

 

【2019 年度の主な活動】 

2019 年 11 月 10 日： 矢合地区にて、稲沢グリーンツーリズム「植木畑の観察会」と

「庭木を楽しむスワッグ作り」 を開催。 

参加者 22 名（定員 30 名）。参加費一人当たり 5,000 円。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト５ 「稲沢農業ツアーリング事業」 

市内にある特徴的な農園を回るバスツアーを企画することで、稲沢市の多彩な農業を市内

外の人々に知ってもらうとともに、農業支援に繋げるプロジェクト。農園同士の連携によるイノベー

ション創出と新たな６次産品の開発の契機となることを目指す。 

 

【2019 年度の主な活動】 

2019 年 11 月９日： ラボメンバーによるいなざわ魅力体験ツアーで祖父江のホタル

を守る会実験田と稲沢フルーツ園を見学（農園主等によるガイ

ド付き）。プロジェクトの実施に向けて、メンバー間で資源の持つ

魅力と価値の共有を図った。 
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プロジェクト６ 「稲沢市初の『国宝』を誕生させるプロジェクト」 

市民、関係団体、行政が一体となり、重要文化財（当初候補：長光寺の「鉄造地蔵菩薩立像」

と「地蔵堂」）の『国宝』指定に挑戦することで観光まちづくり活動の具現化を図り、シビックプライ

ドの醸成と「歴史・文化都市 稲沢」の価値向上を目指すプロジェクト。 

 

【2019 年度の主な活動】 

2019 年８月 22 日： ラボメンバーで長光寺を見学（稲沢市ふるさとガイドの会による

ガイド付き）。 

2019 年 11 月９日： ラボメンバーによるいなざわ魅力体験ツアーで長光寺を再訪

（住職等によるガイド付き）。プロジェクトの実施に向けて、メンバ

ー間で資源の持つ魅力と価値の共有を図った。 

そ の 他： 関係者へのヒアリングを随時実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト７ 「いなざわ観光まちづくりラボ共同企画 ローズ倶楽部イベント」 

名古屋のシニア活動団体「ローズ倶楽部」が主催するイベントを「いなざわ観光まちづくりラボ」

と提携して年４回実施することで、稲沢市への観光誘客に繋げるプロジェクト。 

 ※ローズ倶楽部とは、㈱中日メディアブレーンが毎月発行するシニア向け中日新聞折込み情

報誌「ローズ」（名古屋市内で約 51万部発行）の読者会員組織。会員数は約 1,200 名で、年

間 120回のイベント、講座を主催している。 



 

9 
 

【2019 年度の主な活動】 

2020 年２月４日： 「重要文化財『汗かき地蔵』のミステリーと矢合観音」を開催予定。 

定員 20 名。参加費一人当たり 4,000 円。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    その他進行中のプログラム 

プロジェクト８ 「尾張国分寺跡＆矢合から 歴道ウォーク」 

“奈良時代の尾張国分寺跡”、“鎌倉時代の矢合の植木”、“江戸時代の美濃路”といった市

内の史跡を巡る「歴道ウォーク」イベントを企画することで、歴史を通じて稲沢市の魅力を発信し

ていくプロジェクト。 

 

プロジェクト９ 「『稲沢・サリオパーク祖父江』を世界へ！」 

稲沢市の魅力の一つである「サリオパーク祖父江」をフィールドとして、スポーツや自然体験を

通じて地域の活性化を図るプロジェクト。 

 

 

⑶ 成果指標の達成状況 

成果指標 

項 目 2017年度 2018年度 2019年度※２ 目標値（2022年度） 

メンバー数 31※１ 52 55 100 

プロジェクト実施数 0 ４ 9 10 

※1：稲沢市観光基本計画アクションプラン検討会議のメンバー数 

※2：2020年 1月末時点 
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３ アクションプランの進捗状況と今後の方針について 

 ☛ 別添「稲沢市観光まちづくりビジョン（第２次稲沢市観光基本計画）

アクションプラン進捗状況【2019年度実績】」のとおり。 


	「いなざわ観光まちづくりラボ」の推進

